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photo　倉内秋の収穫祭で婦人会がえんぶりばやしを披露

Pick  Up Topics

第 11 回 倉内秋の収穫祭
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気
持
ち
の
よ
い
秋
晴
れ
の
中
、

第
11
回
倉
内
秋
の
収
穫
祭
が
10
月

４
日
、
倉
内
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
収
穫
祭
は
、
地
域
の
人
々

に
交
流
を
楽
し
む
こ
と
で
明
日
へ

の
活
力
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
を
込
め
、
倉
内
自
治
会
（
相

内
良
夫
自
治
会
長
）
が
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　

収
穫
祭
恒
例
の
野
菜
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
農
家
の
人
た
ち
が
愛
情

込
め
て
育
て
た
野
菜
を
ナ
ガ
イ
モ
・

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ボ
ウ
・

大
根
の
５
部
門
へ
出
品
。
各
部
門

で
１
位
に
輝
い
た
人
は
賞
品
を
受

け
取
る
と
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
我
が
家
の
味
自

慢
、
一
夜
漬
け
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

10
人
が
出
品
。
試
食
審
査
し
た
来

場
者
は
「
お
い
し
い
」「
色
が
き
れ

い
」
と
話
し
な
が
ら
、
各
家
庭
の

味
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
で
は
、
倉
内

小
学
校
児
童
が
子
ど
も
神
楽
や

ソ
ー
ラ
ン
、
全
校
合
唱
で
祭
り
を

盛
り
上
げ
、
第
二
中
学
校
吹
奏
楽

部
が
軽
快
な
演
奏
を
会
場
に
響
か

せ
ま
し
た
。
倉
内
婦
人
会
の
え
ん

ぶ
り
ば
や
し
や
く
ろ
う
節
音
頭
が

披
露
さ
れ
る
と
、
一
緒
に
踊
り
出

す
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

競
技
会
で
は
、
人
馬
レ
ー
ス
や

ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
な
ど
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

昼
に
は
、
温
か
い
な
が
い
も
す

い
と
ん
や
豚
汁
、
し
じ
み
汁
が
振

る
舞
わ
れ
、
来
場
者
た
ち
は
お
い

し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
。

会
場
は
終
始
、
飲
め
や
歌
え
や
と

楽
し
む
人
々
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
、

地
域
の
活
力
が
高
ま
っ
た
収
穫
祭

と
な
り
ま
し
た
。

　

相
内
自
治
会
長
は
「
祭
り
を
通

し
て
地
域
が
一
致
団
結
す
る
こ
と

で
、
倉
内
を
活
性
化
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

来
場
し
て
い
た
伊
藤
恵
さ
ん
は

「
毎
年
す
い
と
ん
や
豚
汁
な
ど
食

べ
物
が
楽
し
み
。
ま
た
来
年
も
来

た
い
」
と
、木
村
つ
ゑ
さ
ん
は
「
年

１
回
の
祭
り
だ
か
ら
楽
し
い
。
命

を
繋
ぐ
産
業
で
あ
る
農
家
の
人
た

ち
を
盛
り
上
げ
て
、
地
域
の
皆
が

楽
し
く
暮
ら
し
て
い
け
れ
ば
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

平成 24 年度
六ヶ所村一般職の任期付短時間勤務職員の採用について

秋の到来、お腹も心も満たされ

第 11 回 倉内秋の収穫祭

1_ 白熱した人馬レース
2_ 振る舞われたながいも
すいとんとしじみ汁
3_ 縄なり競争参加者は手
慣れた様子で縄をなる
4_ 倉内小児童が子ども神
楽を披露　5_ 野菜コンテ
ストに出品された人参は
色鮮やか　6_ 倉内ソーラ
ンを踊る児童は住民の歓
声に嬉しそうな笑顔

２

３

４

５

６

あなたの力　一緒に生かしてみませんか

■任用期間
　平成 25 年４月１日～ 28 年３月 31 日（３年間）

■受験資格、職種および採用予定人員など
①受験資格　昭和 22 年４月２日から平成７年４月
　１日までに生まれた人

■勤務条件など
　村の規程の定めるところによります。
  【例】
　◇基本給
　▶秘書、窓口・一般事務　　　１３万９千円程度
　▶通訳、保育士、医療事務、司書、社会教育主事
　　　　　　　　　　　　　　　１５万９千円程度
　▶用務員、施設管理員　　　　１４万３千円程度
　◇諸手当　通勤、時間外勤務、勤勉、期末手当など
　◇勤務時間　週 29 時間（１日５～６時間×５日）
　◇休日　土日・祝日、年末年始など
　◇休暇　年次有給休暇、特別休暇
　◇福利厚生　全国健康保険協会管掌健康保険、厚
　　生年金保険、労働保険など
　※①基本給・諸手当については、給与改定などを
　　受けて変更されることがあります
　※②休日については、職種・勤務場所などによっ
　　て異なります

■受付期間など
①受付期間　11 月１日木～ 11 月 30 日金
②受付時間　午前８時 15 分～午後５時（土日・祝
　日を除く）※郵送の場合は、受付期限までの消印の
あるものに限ります

■提出書類
①受験申込書
②資格証などの写し
③健康診断書
④顔写真（縦４㎝横３㎝）
　２枚

■試験の方法
　筆記試験（一般教養）、
面接試験により選考しま
す。

■試験日および試験会場
①試験日　12 月 20 日木
②試験会場　六ヶ所村文化交流プラザ「スワニー」
　（青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附１番地８）

■合格から採用まで
①合格者には、１月中に採用内定通知を送付する　
　予定です。
②最終的な採用決定は、３月下旬を予定しています。

■試験案内などについて
　詳細な試験案内および受験申込書などは、役場本
庁（総務課）、泊支所、平沼支所にあります。
　また、村ホームページ（http://www.rokkasho.
jp/）からもダウンロードできます。

職種 人数 必要な資格など 勤務場所

１ 秘書 １人程度 秘書資格または秘書経験のあ
る人 役場本庁（総務課）

２ 窓口・一般事務 11 人程度 特になし
役場本庁、支所または中央
公民館（体育振興に関する
事務従事者）

３ 通訳 ２人程度
実用英語技能検定準２級以上
または TOEIC スコア 470 点以
上で併せて通訳経験のある人

国際教育研修センターなど

４ 保育士 20 人程度 保育士資格 各保育所

５ 医療事務 １人程度 医療事務資格 役場本庁（健康課）

６ 司書 ３人程度 司書資格 村民図書館

７ 社会教育主事 １人程度 社会教育主事任用資格 中央公民館

８ 学校用務員 ７人程度 特になし 各小中学校

９ 保育所用務員兼
調理補助員 ７人程度 特になし 各保育所

10 施設管理員 4 人程度 特になし
中部浄化センター、千歳平
汚水処理場、ふれあい笹原
館または二又夢はぐ館

②職種および採用予定人員など

※上記にかかわらず、地方公務員法第 16 条（欠格条項）各号のいずれかに該当する人は、
　受験できません

問総務課　人事給与係
☎ 0175（72）2111

（内線 222・226）

１
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日頃の研究成果を伝える
第８回量子フォーラムを開催

　東北大学工学研究科量子フォーラム室主催の第８回量子エネ
ルギーフォーラムが９月 13 日、文化交流プラザ「スワニー」で
開かれ、同大学生や地元企業関係者など約 90 人が出席しました。
　同フォーラムは、研究成果の発表や東北大学工学部の学生と
東北大サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター六ヶ所分
室の学生の交流を目的に毎年開かれています。
　開会後、同大石井慶造教授がセンターの活動紹介や福島原発
の事故への取り組みについて講話。六ヶ所分校に在籍する山崎
悟さんは「再処理工場の予防安全システム構築について」、中
野渡寛之さんは「ルールの重要度の差別化が人間に与える影響
などについて」研究成果を発表しました。
　ポスターセッションでは 43 のブースが設けられ、参加者た
ちは学生や企業関係者の研究成果を興味深く聞いていました。

ポスターセッションで学生から研究説明を受ける参加者

人々 の歩いた街道に想い馳せ
歴史散歩「街道をゆく」実施

　郷土館主催の第２回歴史散歩「街道をゆく」が９月 29 日行
われ、泊地区と横浜町をつなぐ県道 179 号を参加者約 20 人が
歩きました。
　今回の歴史散歩は、県道 179 号の中腹にある屋萩山神社か
ら出発しました。この神社は泊地区にある貴

き ほ う

寶山神社を開基し
た広

こ う て い し ょ う に ん

貞上人が生涯を過ごした場所に建てられた神社で、今も泊
地区住民が大切に守り続けています。社殿で参加者たちは東北
では珍しい「ツゲ」のお茶を味わったり、神社や街道にまつわ
る話に耳を傾けていました。
　参加者は「神社について学んだり、お茶を飲んで癒されたり
と貴重な体験になりました」とにこやかに話していました。
　当日はあいにくの濃霧で山頂からの景色は望めませんでした
が、参加者たちは歴史情緒ただよう街道に想いを馳せながら歩
きました。

神社や街道について話を聞く参加者たち

「子どもたちに夢与えたい」
倉内小で OB によるケーキ作りお話会

木村さん（左）と一緒に生クリームを絞る児童

　倉内小学校（木村文則校長、児童 33 人）で 9 月 24 日、キャ
リア教育の一環としてケーキ職人によるお話会が開かれ、児童
たちはパティシエという職業に理解と関心を深めました。
　講師の木村正さんは、同小の昭和 50 年度卒業生。現在は三
沢市で洋菓子店を営んでいます。木村さんは児童たちの質問に
次々と答えながらケーキ作りを披露しました。
　リズミカルに出来上がっていくケーキに「すごい」「おいし
そう」と、目を輝かせる児童たち。2 年生の相内香さんは「ケー
キが作れるまで 10 年も練習すると聞いてびっくりした。私も
パティシエが夢なので、頑張って夢を叶えたい」と話していま
した。木村さんは「自分も小学生の時に、講師の方がお菓子を
作ってくれた思い出がある。少しでも子どもたちに夢を与えら
れたら」と話していました。

　六ヶ所村（古川健治村長）、六ヶ所村社会福祉協議会（山口
成明会長）、野辺地郵便局（松林操局長）、平沼郵便局（大山修
局長）の４者が結んだ「在宅福祉支援サービス」の調印式が
10 月４日、村長室で行われました。
　在宅福祉支援サービスとは、高齢者福祉の向上と充実を図る
ことを目的とし、郵便配達員による高齢者への声かけや、小学
生などが書いた手紙やハガキを届けるなど、高齢者を励まし、
労ろうというものです。
　初の試みとなるこの協定は、村の他にも野辺地郵便局管内の
４市町村で締結されています。
　古川村長は「在宅福祉支援サービスの充実を図ることで、村
内の高齢者にとって安心・安全な地域づくりに繋がっていけば」
と話していました。

高齢者福祉の向上・充実を
在宅福祉支援サービス協定を締結

（左から）大山局長、松林局長、古川村長、山口会長

仲間を信じて１位を目指す
尾駮小で尾駮カップちびっこ駅伝開催

　尾駮小学校（千葉信親校長、児童 223 人）で 10 月 2 日、尾
駮カップちびっこ駅伝『信じよう仲間を待ってゴールへと』が
行われ、全校児童が健脚を競い合いました。
　駅伝大会は児童が中心となり開催。企画や運営をすることで
主体的に助け合って活動することがねらいです。1 年～ 6 年生
を縦割りした 8 つの班は、日ごろから授業の中休みを利用し
て練習。合同練習の中で児童たちは、鬼ごっこをするなどして
チームの絆を深め駅伝大会に臨みました。この日は、強い日差
しが照りつけ、児童の体調を心配して周辺住民が水の差し入れ
をしていました。
　優勝に輝いたのは 3 班（工藤優莉班長）。アンカーを務めた
6 年生の赤石菜々彩さんは「1 年生を中心に励ましながら練習
をがんばった。みんなの力が一つになったから 1 位になれた」
と笑顔で話していました。

たすきをつなぐ児童たち

十和田・三沢と協定締結
定住自立圏形成協定合同調印式行う

　十和田市役所で 10 月４日、『上十三・十和田湖広域定住自
立圏形成協定』の合同調印式が行われ、六ヶ所村を含む上十三
地域と秋田県小坂町の 10 市町村が協定を締結しました。
　定住自立圏とは、生活に必要な都市機能を備えた中心市と、
周辺市町村が役割分担を行い、生活機能の確保や地域活性化に
努める政策です。
　六ヶ所村は、十和田市と三沢市の 2 つの中心市と協定を結
び「生活機能の強化」「結びつきやネットワークの強化」「圏域
マネジメント能力の強化」の 3 つの視点から成り立つ、医療、
福祉、教育などの 12 の政策分野を連携し取り組んでいきます。
　今後は、2 つの中心市と「できることから着実に」を合言葉
に本年度までに共生ビジョンを策定し、平成 25 年度から協力
関係を深めながら具体的な連携事業を実施していきます。

（左から）小山田久十和田市長、古川健治村長、種市一正三沢市長
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長距離走苦しさ克服し完走
六高生が六ヶ所縦断耐久レース挑戦

　六ヶ所高校（柴垣博孝校長、生徒 177 人）の生徒が 10 月 12 日、
六ヶ所村を縦断する耐久レースに挑戦しました。男子は平沼地
区から大石総合運動公園までの 18・1㌔、女子は新納屋地区か
ら同公園までの 13・3㌔を力走しました。
　生徒たちは、約 1 カ月半前から体育の時間に 3・4㌔のコー
スを走り、体力づくりをしてきました。今回のレースでは、参
加した生徒全員がリタイヤすることなく完走。
　１位でゴールした男子の鳥山諒くん（２年）は「去年は２位だっ
たので、今回は絶対 1 位を取るという気持ちで走った。記録が
５分縮まった」と、女子の赤石千尋さん（２年）は「大石の直
前の坂が一番つらかったけど、友だちと声を掛け合ったことが
励みになり１位になれた」と満足そうな表情で話していました。高瀬川河口からスタートする男子生徒

「県大会ではベスト４目標に」
六ヶ所ＦＣ（Ｕ－10）が県大会出場

六ヶ所ＦＣの選手たち

　「第３回ＣＯ・ＯＰ杯争奪青森県少年サッカー大会上北・下
北予選会」が 10 月６・７日に行われ、六ヶ所ＦＣ（中村憲光
監督、部員 43 人）が見事、県大会出場権を獲得しました。
　同大会の準決勝で優勝候補の三沢木崎野をＰＫ戦で破り、そ
のままの勢いで挑んだ百石との決勝戦。先取点を奪い、１点リー
ドのまま後半戦を迎えましたが、フリーキックから同点に追い
つかれ、もつれ込んだＰＫ戦で敗れ準優勝となりました。
　優勝は逃したものの、１月にむつ市で開催される県大会に出
場することになった同チーム。主将の舘智希くん（尾駮小４年）
は「地区予選では決勝で負けてしまいましたが、この悔しさを
バネに１月まで一生懸命練習し、県大会ではベスト４を目標に
頑張ります」と力強く、次の目標を見据えていました。

　平沼小学校（鈴木浩校長、児童 53 人）のＰＴＡ行事で６月
に植えた稲が収穫の時期を迎え、10 月５日、児童と保護者約
60 人が稲刈りを行いました。
　今年は天候に恵まれたため、稲の出来は上々。児童たちは鎌
を使って手際良く収穫しました。１・２年生たちは刃先がギザ
ギザした鎌に驚いていましたが、先生に見守られながら一人ひ
とり稲を刈り取りました。
　稲刈りが終わると、保護者たちが料理した温かいいも煮が振
る舞われ、児童たちは美味しそうに頬張っていました。児童た
ちは「稲刈りおもしろかった」「また来年もやりたい」と笑顔
を見せていました。
　25 日に郷土館収蔵品の足ぶみ脱穀機などを使い、稲の脱穀
を行うとのことです。

一生懸命稲刈りをする児童たち

稲刈り楽しい、また来年も
平沼小児童と保護者が稲刈り体験

　「六ヶ所村在住外国人の稲刈りを体験しようの会」が 10 月
13 日、戸鎖地区「いっこ庵」近くの田んぼで行われ、村内在
住外国人など約 30 人が稲刈りを体験しました。
　この稲は、同会が６月に田植え体験で植えたもち米です。参
加者たちは黄金色に実った稲穂を鎌で刈り取った後、１つに束
ねる作業に苦戦していましたが、戸鎖地区の住民に教わりなが
ら一生懸命稲を束ねていました。
　収穫を終えた後、そばもちや戸鎖そばなどが振る舞われ、参
加者たちは歓談を楽しみながら昼食を食べました。
　シンガラ・ムケシュさんは「母国インドでやったことがあり
ますが、やり方は同じでした。いただいたそばがおいしかった
です」と話していました。
　刈り取ったもち米は精米して、冬に餅つきを行う予定です。

戸鎖地区の住民に聞きながら稲を束ねる参加者

黄金色の稲穂、収穫楽しむ
村在住外国人が稲刈り体験

ムーディーな憩いの場に
商工会青年部イルミネーション点灯式

　尾駮の玄関口である野鳥観察公園の桟橋に六ヶ所村商工会青
年部（田村友和部長、部員 23 人）が設置したイルミネーショ
ンの点灯式が、10 月 15 日に同公園で行われました。
　このイルミネーションは、人々が１年を通じて楽しめる場所
を作りたいと同部員がアイディアを出し合い設置されたもの。
約１万個のＬＥＤ電球で彩られた桟橋は、これから通年ライト
アップされて、人々を楽しませてくれます。
　関係者約 30 人が出席した点灯式で、カウントダウンととも
にイルミネーションがライトアップされると、部員たちから嬉
しそうな歓声があがっていました。
　田村部長は「カップルや家族連れの人たちが憩い、楽しめる
場所になってほしい。これから四季ごとのイベントに合わせた
アレンジもしていきたい」と話していました。

桟橋の先には金色の鐘が設置され、きれいな音を響かせています

地域に、人に、感謝を込めて
第一中学校創立 50 周年記念式典挙行

　本年度で創立 50 周年を迎えた第一中学校（水木恵一校長、生
徒 83 人）の記念式典が、10 月 21 日、文化交流プラザ「スワニー」
で行われ、保護者や卒業生など約 200 人が出席しました。
　式典では、創立 50 周年記念事業実行委員会の髙橋文雄会長
が式辞を述べ、水木校長が「学校の発展は地域社会への貢献。
これまでと同様に地域の声を聞き、その声に応えていきたい」
とあいさつ。その後、歴代の校長やＰＴＡ会長、教育活動に尽
力した人々に感謝状が贈呈されました。
　未来への言葉では、小関一平生徒会長が「自分の将来と郷土の
未来を創造できる生徒になることを約束します」と述べました。
　最後に出席者全員で「ふるさと」と校歌を歌い、長い歴史を
懐かしみながら、一中のさらなる発展を願いました。

生徒たちと保護者、そして来場者が感謝の思いを込めながら合唱した

＊希望者には、創立 50 周年記念誌を販売しています。詳しくは学校へ　
　問い合わせてください（第一中学校☎ 0175（72）2040）
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International Exchange国際交流

高校生にドイツの文化を紹介
国際交流員ジェニーが三沢高校で講義をしました

　

六
ヶ
所
村
国
際
交
流

員
の
ジ
ェ
ニ
ー
が
10
月
11

日
、
三
沢
高
校
で
ド
イ
ツ

に
関
す
る
講
義
を
し
ま
し

た
。

　

三
沢
高
校
で
は
、
毎
年

１
回
「
国
際
理
解
の
日
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て

お
り
、
今
年
は
ジ
ェ
ニ
ー
が

講
師
と
し
て
招
か
れ
ま
し

た
。

　

講
義
で
は
ド
イ
ツ
語
で
簡

単
な
あ
い
さ
つ
と
、
学
校
や

お
祭
り
に
つ
い
て
紹
介
。「
ド

イ
ツ
で
は
16
歳
か
ら
お
酒
が

飲
め
る
」
と
い
う
話
を
す
る

と
、
生
徒
た
ち
は
と
て
も
驚

い
た
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
ド
イ
ツ
の
伝
統

料
理
の
ジ
ャ
ー
マ
ン
ポ
テ
ト

べ
る
の
で
便
利
で
す
。

③
六
ヶ
所
に
は
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
、
動
物

や
カ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
る
事

が
あ
り
ま
せ
ん
。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
で
は

ア
パ
ー
ト
以
外
の
一
般
住
宅

地
に
は
な
い
の
で
、
動
物
が

ご
み
を
荒
ら
す
事
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽

も
六
ヶ
所
の
よ
う
な

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
作
れ

ば
、
も
っ
と
き
れ
い
な
街
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

④
六
ヶ
所
で
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
時
に
は
、
材
質
に
よ
っ
て

細
か
く
分
け
ま
す
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
ふ
た
と
ボ
ト
ル

を
分
け
る
な
ど
）。
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

で

は
材
質
は
関
係
な
く
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ら
そ
の
ま
ま
ま

と
め
て
出
し
ま
す
。

⑤
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
で
は
大
き
い
家
電
製

品
や
家
具
な
ど
は
、
役
場
で

廃
棄
物
排
出
ス
テ
ッ
カ
ー
を

購
入
し
、
廃
棄
物
に
付
け
て

か
ら
出
し
ま
す
。
ス
テ
ッ
カ

ー
が
付
い
て
い
な
い
も
の
は

回
収
し
ま
せ
ん
。

　

来
月
は
韓
国
の
お
盆
に
つ

い
て
語
り
ま
す
。

や
蒸
し
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
を
作

っ
て
試
食
。生
徒
た
ち
は「
想

像
し
て
い
た
よ
り
簡
単
」「
ド

イ
ツ
料
理
を
き
っ
か
け
に
、

ド
イ
ツ
の
こ
と
を
も
っ
と
知

り
た
く
な
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
ご

み
出
し
の
時
に
感
じ
た
違
い

を
紹
介
し
ま
す
。

　

六
ヶ
所
村
と
韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡

の
ご
み
の
出
し
方
は
似
て
い

ま
す
が
、
違
う
点
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
似
て
い
る
点
は
、
曜

日
に
よ
っ
て
捨
て
る
ご
み
が

決
ま
っ
て
い
て
、
専
用
の
袋

を
使
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
は
違
う
点
で
す
。

①
韓
国
で
は
、
生
ご
み
は
分

け
て
捨
て
ま
す
。

②
六
ヶ
所
に
は
容
量
別
に
３

種
類
の
ご
み
袋
が
あ
り
ま
す

が
、襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
に
は
６
種
類
（
２
・

５
・
10
・
20
・
50
・
１
０
０

ℓ
）
あ
り
、
量
に
よ
っ
て
選

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
派
遣
職
員
の

高
木
で
す
。

　

旧
暦
の
８
月
15
日
（
通
常

の
暦
で
９
月
30
日
）
は
秋チ

ュ
ソ
ク夕

と
呼
ば
れ
る
韓
国
の
お
盆
で

し
た
。

　

毎
年
、
前
後
合
わ
せ
て
３

日
間
が
休
日
と
さ
れ
、
故
郷

へ
墓
参
り
な
ど
に
帰
る
人
の

帰
省
ラ
ッ
シ
ュ
で
韓
国
中
が

あ
わ
た
だ
し
く
な
る
時
期
で

す
。
韓
国
旅
行
を
考
え
て
い

る
人
は
、
こ
の
時
期
を
避
け

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

秋チ
ュ
ソ
ク夕
を
過
ぎ
る
と
韓
国

各
地
で
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
で
は
10
月
３
日
～
７

日
ま
で
松
茸
祭
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

襄ヤ
ン
ヤ
ン陽
郡
の
松
茸
は
韓
国
内

で
も
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
有

名
で
、
一
般
の
お
客
さ
ん
に

対
し
て
も
㎏
単
位
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

価
格
と
し
て
は
１
㎏
約

15
万
～
35
万
ウ
ォ
ン
（
10

月
15
日
時
点
で
約
１
万
～

２
万
５
千
円
）
ほ
ど
で
す
。

　

韓
国
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽
郡
の
市
場
で

は
、
値
下
げ
交
渉
で
値
下
げ

し
て
く
れ
る
場
合
が
多
々
あ

り
ま
す
が
、
松
茸
に
関
し
て

は
ブ
ラ
ン
ド
品
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
値
下
げ
交
渉
が
難

し
い
で
す
。

　

松
茸
祭
り
は
襄ヤ

ン
ヤ
ン陽

郡
で
も

一
番
力
を
入
れ
て
い
る
祭
り

な
の
で
、
韓
国
内
で
有
名
な

歌
手
の
公
演
な
ど
も
あ
り
、

連
日
夜
遅
く
ま
で
続
け
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
観
光
客
も

実
際
に
松
茸
山
へ
入
り
、
松

茸
狩
り
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

㊧襄陽の松茸は「襄陽黄金松茸」と呼ばれるほど品質
が良く、香りを楽しむため生で食べるのが主流　㊨襄
陽郡の松茸イメージキャラクター「イルギン」

生徒たちと会話を楽しみながら調理中

　交番だよりSafety Information

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

襄
陽
日
和
。

ヤ
ン
ヤ
ン
郡
派
遣
職
員
が
六
ヶ
所

村
で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

ホ
ン
さ
ん
と

　

ろ
っ
か
し
ょ

　

平
成
24
年
８
月
末
現
在
、

全
国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配

さ
れ
て
い
る
者
は
、
凶
悪
事

件
な
ど
で
特
に
警
視
庁
が
指

定
し
て
い
る
重
要
指
名
手
配

被
疑
者
を
始
め
と
し
て
、
約

９
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺

人
、
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事
件

の
他
、
暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、

詐
欺
、
横
領
な
ど
の
事
件
に

関
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て
お

り
、
再
び
犯
行
を
行
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な

犯
罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た

上
で
、
11
月
中
に
全
国
警
察

の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査

を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら

被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の

発
見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に

は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
是

非
と
も
必
要
で
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く

似
た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ

た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず

か
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の

で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
は
、
警
察
本
部

や
交
番
へ
の
電
話
、
青
森
県

警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
警
察
本
部
代
表
電
話

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
４
２
１
１

■
野
辺
地
警
察
署

☎
０
１
７
５
（
64
）
２
１
２
１

○
青
森
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.police.
pref.aom

ori.jp/

）

○
ｉ
モ
ー
ド
（http://

police.pref.aom
ori.jp/i/)

❶
犯
罪
被
害
者
週
間

　

毎
年
11
月
25
日
か
ら
12
月

１
日
ま
で
は
、
犯
罪
被
害
者

週
間
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪
被
害

者
な
ど
の
名
誉
ま
た
は
生
活

の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
国
民
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
２
次
犯
罪
被
害
者
等
基
本

計
画
（
23
年
３
月
25
日
閣
議

決
定
）
に
お
い
て
設
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

全
国
的
に
集
中
し
て
広
報

啓
発
活
動
が

行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

❷
ご
存
知
で
す
か
？
犯
罪
被

害
給
付
制
度

　

犯
罪
被
害
給
付
制
度
と

は
、
通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故

意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
不

慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の

遺
族
ま
た
は
身
体
に
障
害
を

負
わ
さ
れ
た
被
害
者
な
ど
に

対
し
て
、
社
会
の
連
帯
共
助

の
精
神
に
基
づ
き
、
国
が
犯

罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給

し
、
そ
の
精
神
的
、
身
体
的

打
撃
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の

種
類

①
遺
族
給
付
金

　

亡
く
な
ら
れ
た
と
き

②
重
傷
病
給
付
金

　

重
傷
病
を
負
っ
た
と
き

③
障
害
給
付
金

　

障
害
が
残
っ
た
と
き

　

降
雪
期
に
お
け
る
高
速
道

路
で
の
交
通
事
故
の
特
徴
を

み
る
と
、
凍
結
路
面
で
の
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
他
、
湿
っ
た

積
雪
に
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ

る
交
通
事
故
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

降
雪
期
は
次
の
注
意
点
を

参
考
に
し
て
、
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
冬
道
安
全
走
行
の
注
意
点

①
車
両
運
行
前
の
注
意
点

　

雪
道
用
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
・
ス

コ
ッ
プ
・
け
ん
引
ロ
ー
プ
な

ど
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

②
積
雪
、
凍
結
路
面
走
行
上

の
注
意
点

　

急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、

急
ハ
ン
ド
ル
は
危
険
で
す
。

車
間
距
離
は
夏
場
の
２
～
３

倍
と
り
ま
し
ょ
う
。

③
除
雪
作
業
時
の
注
意
点

　

冬
季
間
の
除
雪
作
業
中
は
、

作
業
状
態
に
よ
り
現
場
交
通

規
制
が
変
更
さ
れ
る
の
で
、

道
路
標
識
、
交
通
情
報
版
お

よ
び
現
場
作
業
車
両
装
着
の

指名手配被疑者の検挙にご協力を！
あなたの通報が逮捕につながります

②９月末の村の物件事故発生状況
平成 24 年 23 年

前年比
９月中 累計 累計

13 189 162 +27

①９月末の村の人身事故発生状況
平成 24 年 23 年 前年比９月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

1 0 1 17 0 27 19 2 29 -2 -2 -2

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
に
注
意
し
て

安
全
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

④
視
界
不
良
時
の
注
意
点

　

降
雪
、
吹
雪
で
視
界
が
悪

い
と
き
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

⑤
交
通
事
故
発
生
時
、
車
両

故
障
時
の
注
意
点

　
「
停
止
表
示
器
材
」
を
速

や
か
に
表
示
し
、
発
煙
筒
な

ど
で
後
続
車
両
に
車
両
が
停

止
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
は
、
走

行
車
線
に
出
ず
に
路
肩
部
分

で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者
週
間
・

犯
罪
被
害
給
付
制
度

を
ご
存
知
で
す
か

降
雪
期
の
交
通
事
故

を
な
く
そ
う
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　医療Medical　健康 Health

　

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
は
、
満
１
歳
～

64
歳
を
対
象
に
接
種
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
、
次
の
説
明
を
よ
く
ご
覧

に
な
り
、
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者　

六
ヶ
所
村
に
住

所
を
有
し
、
接
種
を
希
望
す

る
満
１
歳
～
64
歳（
接
種
日
）

の
人

■
接
種
回
数

　

接
種
日
当
日
の
年
齢
で
、

○
満
13
歳
～
64
歳
以
下
の
人

　

１
回
（
た
だ
し
、
医
師
の

判
断
で
２
回
接
種
す
る
必
要

が
あ
る
人
は
、
２
回
接
種
）

○
満
１
歳
～
12
歳
以
下
の
人

　

２
回

■
助
成
額　

１
回
に
つ
き

１
０
０
０
円
（
今
年
度
２
回

ま
で
）

■
助
成
方
法

①
尾
駮
診
療
所
・
千
歳
平
診

療
所
・
泊
診
療
所
・
げ
ん
ね

ん
診
療
所
・
ち
び
き
病
院
は
、

助
成
額
を
差
し
引
い
た
金
額

で
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

インフルエンザ予防接種はお早めに
インフルエンザ予防接種のお知らせ

②
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
接

種
す
る
場
合
は
、
後
日
、
役

場
か
各
支
所
窓
口
で
申
請
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
必
要
物
品
（
領
収
書
、

接
種
済
証
、
印
鑑
、
通
帳
）

■
接
種
方
法

　

各
医
療
機
関
の
予
診
票
を

お
使
い
く
だ
さ
い

■
助
成
期
間　

平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で

■
申
請
期
限　

25
年
４
月
10

日
ま
で
受
け
付
け
ま
す

■
そ
の
他　

医
療
機
関
に

よ
っ
て
接
種
開
始
時
期
や
接

種
料
金
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
９
４

■
内
容

　

赤
ち
ゃ
ん
の

体
に
つ
い
て
の

学
習
、
妊
娠
中

の
口
腔
衛
生
、

離
乳
食
の
調
理
実
習

■
場
所　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

12
月
５
日
水

　

午
前
10
時
～
正
午

■
持
ち
物　

母
子
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン

■
申
込
期
限　

12
月
３
日
月

■
申
込
先　

健
康
課 

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
７
）

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
９月 25日の３歳児健診で
虫歯のなかった子どもたち

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

石井 愛琉くん 赤石 栞菜ちゃん

村井 優希人くん

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
で

は
、
小
学
生
の
親
子
を
対
象

に
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

料
理
教
室
は
、
親
と
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
料
理
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
親
子
で
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
開
催
日　

12
月
26
日
水

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

２
時

■
対
象
者　

小
学
生
と
そ
の

保
護
者

■
場
所　

文
化
交
流
プ
ラ
ザ

ス
ワ
ニ
ー

■
参
加
定
員　

12
組

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

■
申
込
期
限　

12
月
14
日
金

■
申
込
先　

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
７
）

三浦 凛咲ちゃん吉本 花ちゃん

小山石 優凪ちゃん小山 大志くん

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
」

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
ま
す

○メニュー○
 ・タコライス
 ・ブロッコリーとかぼちゃの
　サラダ
 ・コーンスープ
 ・キラキラかんてん　の４品

年に一度、受診しましょう
胸部エックス線検査について

6 月 4 ～ 10 日は歯の衛生習慣です

　

こ
の
検
査
で
診
断
さ
れ
る

代
表
的
な
病
気
は
、肺
が
ん
、

肺
結
核
、
肺
炎
、
気き

き
ょ
う胸
な
ど

の
肺
の
病
気
で
す
。

　

肺
に
腫し

ゅ
よ
う瘍
や
炎
症
な
ど
が

あ
る
と
白
っ
ぽ
い
陰
影
と
し

て
映
り
ま
す
。
気き

き
ょ
う胸
は
肺
の

一
部
に
穴
が
あ
き
、
空
気
が

も
れ
て
肺
の
縮
ん
だ
様
子
が

映
り
ま
す
。

　

知
っ
て
い
る
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
９
月
に
お
笑

い
コ
ン
ビ
「
ナ

イ
ナ
イ
」
の
矢

部
浩
之
さ
ん
が

か
か
っ
た
病
気

が
こ
の
気き

き
ょ
う胸
で

す
。
肺
の
他
に

心
臓
や
大
動

脈
、
気
管
支
や

食
道
の
様
子
も
観
察
さ
れ
ま

す
。

　

異
常
が
疑
わ
れ
た
場
合
は

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
、
痰
や
血
液

な
ど
の
精
密
検
査
が
行
わ

れ
、
総
合
的
に
判
断
さ
れ
ま

す
。

■
検
査
の
時
、
注
意
す
る
こ

と
は
？

　
「
大
き
く
息
を
吸
っ
て
、

止
め
て
下
さ
い
」
レ
ン
ト
ゲ

ン
の
撮
影
で
よ
く
聞
き
な
れ

た
言
葉
で
す
よ
ね
？

　

ち
ょ
っ
と
太
め
？
で
は
済

ま
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
、

放
射
線
技
師
の
長
井
で
す
。

　

今
回
は
放
射
線
業
務
の
中

で
最
も
多
い
と
さ
れ
る
、
胸

部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
に
つ
い

て
少
し
お
話
し
ま
す
。

　

成
人
以
上
の
方
で
し
た
ら

年
に
一
度
は
ど
こ
か
で
検
査

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

撮
影
の
機
会
は
、
次
の
３
つ

に
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
か
？

①
村
の
肺
が
ん
検
診
や
結
核

検
診

　

バ
ス
で
の
撮
影
に
な
り
ま

す
。
ど
ち
ら
も
任
意
で
の
受

診
で
す
が
、
本
村
の
受
診
対

象
者
で
あ
れ
ば
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
職
場
な
ど
の
健
康
診
断

　

会
社
や
商
店
な
ど
で
働
い

て
い
る
人
は
、
法
令
（
労
働

安
全
衛
生
法
）
で
定
め
ら
れ

て
お
り
、
撮
影
が
必
要
で
す

（
40
歳
未
満
の
人
は
医
師
の
判

断
に
よ
り
省
略
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）。

③
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の
医

療
機
関
で
の
撮
影

　

医
師
の
診
察
に
よ
り
、
診

断
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
時
で
す
。
他
に
実
費
に

な
り
ま
す
が
、
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

次
に
検
査
の
仕
組
み
と
検

査
を
受
け
る
時
の
注
意
点
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
ど
ん
な
検
査
な
の
か
？

　

身
体
に
直
接
エ
ッ
ク
ス
線

を
当
て
て
撮
影
し
ま
す
。

　

身
体
を
透
過
し
て
き
た
エ

ッ
ク
ス
線
を
特
殊
な
プ
レ
ー

ト
で
受
け
、
デ
ジ
タ
ル
情
報

に
変
換
す
る
装
置
で
読
み
取

り
ま
す
。
現
在
で
は
こ
の
よ

う
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

解
像
度
の
高
い
モ
ニ
タ
ー
に

映
し
出
し
て
診
断
し
ま
す
。

エ
ッ
ク
ス
線
は
身
体
を
通
り

抜
け
ま
す
が
、
肺
や
筋
肉
、

脂
肪
な
ど
、
通
り
や
す
い
場

所
は
黒
や
灰
色
に
映
り
、
骨

な
ど
通
り
に
く
い
場
所
は
白

く
映
り
ま
す
。
と
て
も
簡
単

な
検
査
で
す
が
、
画
像
の
濃

淡
か
ら
多
く
の
診
断
情
報
を

得
ら
れ
ま
す
。

■
検
査
で
何
が
分
か
る
？

　

息
を
吸
い
込
む
と
胸
が
大

き
く
膨
ら
み
、
肺
の
状
態
を

よ
り
は
っ
き
り
映
し
だ
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

検
査
の
時
は
技
師
の
指
示

に
合
わ
せ
、
で
き
る
だ
け
息

を
大
き
く
吸
い
込
み
、
し
っ

か
り
止
め
て
も
ら
い
ま
す
。

吸
い
込
み
す
ぎ
て
咳
込
ん
だ

り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

検
査
時
の
服
装
で
す
が
、

ボ
タ
ン
、
金
具
な
ど
が
な
い

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
湿
布

や
ホ
ッ
カ
イ
ロ
、
エ
レ
キ
バ

ン
な
ど
も
診
断
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。
服
の
素
材
に
よ
っ

て
は
文
字
や
絵
柄
が
映
り
込

む
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
薄
い
無
地
の
服
装

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
（
医

療
機
関
で
は
検
査
衣
を
準
備

し
て
い
ま
す
）。
ま
た
、
検
査

時
に
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
方
、
妊
娠
中
の
方
は

必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
感
想
を
一
言
。

　

検
診
や
健
康
診
断
を
受
け

る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、
日

頃
の
体
調
管
理
が
よ
り
重
要

と
考
え
ま
す
。
今
年
は
天
候

の
影
響
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
夏
前
よ
り
体
調
を
崩

し
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

熱
が
下
が
ら
な
い
、
咳
や

痰
が
出
る
、
息
苦
し
い
な
ど

の
症
状
が
ち
ょ
っ
と
で
も
あ

る
な
ら
ば
、
我
慢
せ
ず
に
早

め
に
か
か
り
つ
け
医
な
ど
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

尾駮診療所　放射線技師長

長井 隆之

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

・地域医療への想いを綴った本を出版・
　尾駮診療所の松岡史彦所長と小林只内科医
長が、地域医療について執筆した「プライマリ・
ケア－地域医療の方法－」を出版しました。
　著書には、診察時の患者と医師のやり取り
の中で、生活環境を含めた原因の根本的な解決・治療法を
探った事例が分かりやすく紹介されています。
　松岡所長は「地域医療は高度な専門性のある医療であり、
医師の確保が医療の確保になる。この本を読んで若い医師
たちに面白いことをしているから来たいと思ってほしい。
そうして村の医師確保に繋げたい」と話していました。

本は図書館に２冊
おいてありますの
でご覧ください
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六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
は
、
産
業
の
育
成
・
振

興
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の

事
業
に
対
し
て
、
必
要
な
資

金
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
25
年
度
（
25
年
４
月
１

日
～
26
年
３
月
31
日
に
実

施
）
の
交
付
対
象
事
業
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
事
業

①
人
材
育
成

　

地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き

る
優
れ
た
人
材
の
育
成
、
確

保
に
関
す
る
事
業

②
技
術
開
発

　

地
域
産
業
の
振
興
に
必
要

な
技
術
の
開
発
、
改
良
に
関

す
る
事
業

③
商
品
開
発

　

未
利
用
資
源
や
新
た
な
素

材
な
ど
の
新
商
品
開
発
と
企

業
化
に
関
す
る
事
業

④
市
場
・
販
路
開
拓

　

市
場
調
査
、
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
地
域
特
産
物
の
需
要
拡

大
、
販
路
の
開
拓
・
拡
大
に

関
す
る
事
業

⑤
観
光
開
発

　

観
光
資
源
の
発
掘
、
広
域

的
観
光
ル
ー
ト
、
観
光
客
の

受
け
入
れ
体
制
な
ど
の
整
備

に
関
す
る
事
業

■
助
成
額

　

事
業
に
対
す
る
助
成
額

は
、
適
正
と
認
め
ら
れ
る
総

事
業
費
の
10
／
10
以
内
と

し
、
事
業
計
画
書
の
内
容
を

審
査
し
て
、
助
成
金
の
額
を

決
定
す
る
。

■
応
募
期
間　

11
月
１
日
木

～
12
月
10
日
月（
期
限
厳
守
）

■
応
募
方
法
な
ど

　

助
成
を
希
望
す
る
場
合

は
、
事
業
計
画
書
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、
事
務
局
に
あ
り

ま
す
の
で
電
話
な
ど
で
連
絡

く
だ
さ
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

六
ヶ
所
村
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
事
務
局

（
〒
０
３
９
―
３
２
１
２　

六
ヶ
所
村
大
字
尾
駮
字
野
附

４
７
５　

六
ヶ
所
村
役
場
第

２
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
２
１

FAX
０
１
７
５
（
71
）
１
７
７
０

E
-M

a
il

（m
a

ch
i1

@
m

achikyo-rokkasho.jp

）

⑥
環
境
整
備

　

花か

き卉
の
植
栽
、
花
壇
の
整

備
等
に
関
す
る
事
業

⑦
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
国
内
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

交
流
に
関
す
る
事
業

⑧
そ
の
他

　

①
～
⑦
以
外
で
地
域
の
活

性
化
お
よ
び
産
業
の
育
成
・

近
代
化
に
寄
与
す
る
事
業

■
対
象
と
な
る
事
業
主
体

　

村
内
の
産
業
団
体
（
農
業

協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組

合
、
商
工
会
、
そ
の
他
の
産

業
関
係
の
グ
ル
ー
プ
）、
地

域
団
体
（
地
域
づ
く
り
・
文

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

組
織
、
グ
ル
ー
プ
）

※
産
業
団
体
、
地
域
団
体
は
、

任
意
の
組
織
、
グ
ル
ー
プ
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん

　

平
成
25
年
春
か
ら
使
用
す

る
農
業
用
免
税
軽
油
の
免
税

証
の
交
付
申
請
手
続
き
が
始

ま
り
ま
す
。

◇
申
請
受
付
に
つ
い
て

■
受
付
日　

11
月
15
日
木

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
～

午
後
３
時

■
受
付
場
所　

青
森
県
十
和

田
合
同
庁
舎

　

販
売
店
を
通
じ
て
申
請
す

る
場
合
は
、
販
売
店
へ
申
請

書
類
を
提
出
し
、
受
付
日
に

遅
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
受
付
日
を
過
ぎ
て

か
ら
申
請
す
る
と
、
免
税
証

の
交
付
が
農
作
業
開
始
に
間

に
合
わ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※
組
合
ま
た
は
共
同
で
申
請

す
る
人
は
、
申
請
書
類
が
異

な
り
ま
す
の
で
上
北
地
域
県

民
局
県
税
部
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

問
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

　

課
税
課

☎
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
０
）

地域の活性化に取り組んでみませんか
六ヶ所村まちづくり協議会平成 25 年度事業を募集します

申請書類（○印のもの） 新規 更新 継続 書換

１ 免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○

２ 免税軽油使用者証書換（再交付）申請書 ○

３ 免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○

４ 免税軽油所要数量計算書 ○ ○ ○ ○

５ 耕作証明書 ○ ○ ○ ○

６ 使用機械の譲渡証明書または借用証明書 ○ ○

７ 免税軽油の引取りなどにかかる報告書の
提出期限の特例指定申請書 ○ ○ ○ ○

８ 誓約書 ○ ○

９ 交付されている免税軽油使用者証 ○ ○ ○

10 県税関係証明等原簿（県収入印紙 400 円
貼付） ○ ○ ○

11 返信用封筒（簡易書留分切手 430 円貼付） ○ ○ ○ ○

12 未使用免税証（残券） ○ ○ ○

農業者の皆さん、申請を忘れずに
農業用免税軽油の免税証交付申請手続きについて

　この度、固定資産税の住宅用地特例の適用漏れにつきましては、納税者並び
に村民の皆さまに、多大なご迷惑をおかけするとともに、税務行政への信頼を
著しく損なう結果となり、心からお詫び申し上げます。
　原因といたしましては、土地や家屋の現況調査および登記移動時の確認が不
十分であったことに加え、制度そのものの啓発不足などにより、一部で正確な
処理がおこなわれていなかったものです。

　つきましては、正確な課税と返還金を一日も早く還付させていただくために、
住宅用地特例適用の有無を現況調査することといたしました。
　皆さまにはお忙しい中、恐縮ではありますが、現地調査にお伺いさせていた
だいた際にはご協力をお願いいたします。
　なお、対象となる方にはあらかじめ調査日程をご連絡させていただきます。

　今後、このような事態が発生することのないよう事務処理の改善に努めてま
いります。
　納税者並びに村民の皆さまにご迷惑をお掛けしましたことを重ねてお詫び申
し上げます。

六ヶ所村総務部門　税務課

固定資産税の課税誤りについてのお詫びとお願い

　

村
で
は
、
幅
広
い
人
材
の
育

成
の
た
め
に
人
材
育
成
基
金
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
対
象
事
業

を
拡
大
し
、
さ
ら
に
多
く
の
分

野
に
役
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
左
記
ま
で
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業

○
大
学
院
修
学

○
国
家
資
格
取
得

　

村
内
企
業
、
事
業
所
の
皆
さ

ん
も
ご
利
用
く
だ
さ
い

○
啓
発
講
座
・
学
習
教
材

　

自
治
会
に
よ
る
地
域
活
性
化

対
策
な
ど
の
講
演
会
開
催
も
可

○
留
学

○
ス
ポ
ー
ツ
競
技
・
技
術
向
上

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

○
学
習
す
る
場

■
限
度
額　

５
万
～
１
０
０
万

円
（
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
）

■
応
募
期
間　

11
月
１
日
木
か

ら
12
月
27
日
木
ま
で

※
申
請
に
係
る
書
類
は
役
場
総

務
課
ま
た
は
六
ケ
所
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

問
総
務
課　

福
岡

（
内
線
２
２
２
）

対象事業をさらに拡大し
村で費用を負担します

資格取得・大会参加費などに役立ててください
六ヶ所村人材育成基金助成事業のお知らせ

問税務課
☎ 0175（72）2111（内線 125）

Information
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村
で
は
、
子
育
て
世
代
の
医

療
費
負
担
の
軽
減
と
少
子
化
の

抑
制
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
図

る
た
め
医
療
費
給
付
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
１
日
よ
り
現

物
給
付
（
窓
口
無
料
化
）
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
物
給
付
の
取
り
扱
い
を
受

け
る
に
は
、
医
療
機
関
な
ど
で

受
診
す
る
際
に
、
窓
口
で
「
受

給
資
格
証
」
と
「
被
保
険
者
証
」

の
掲
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に
は

　

受
給
資
格
証
の
交
付
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
書
類

　

申
請
者
の
保
険
証
、
通
帳
、

印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

＊
申
請
す
る
年
の
１
月
１
日
現

在
、
村
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

は
、
前
住
所
地
で
所
得
証
明
書

の
交
付
が
必
要
と
な
り
ま
す

■
償
還
払
い
申
請
に
つ
い
て

　

受
給
資
格
証
の
紛
失
な
ど
に

よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
た
場

合
は
、
診
療
を
受
け
た
月
の
翌

月
か
ら
４
カ
月
以
内
に
給
付
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
請
に
必
要
な
書
類

　

医
療
機
関
等
が
発
行
す
る
領

収
書
、
受
給
資
格
証
、
印
鑑

■
資
格
証
を
お
持
ち
の
保
護
者

の
皆
さ
ま
へ

　

お
持
ち
の
資
格
証
の
有
効
期

限
は
、
対
象
児
童
の
誕
生
月
の

末
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
が
切
れ
る
と
、
現
物
給
付

の
取
り
扱
い
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
更

新
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　
「
障
が
い
者
虐
待
の
防
止
、

障
が
い
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
障
害

者
虐
待
防
止
法
）」
が
平
成
24

年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

村
で
は
「
障
が
い
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
障

が
い
者
へ
の
虐
待
や
権
利
侵
害

の
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
は
家
庭
や

施
設
、
職
場
な
ど
で
虐
待
を
発

見
し
た
人
は
通
報
す
る
こ
と
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。

　

通
報
者
の
情
報
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
虐
待
が
あ
っ
た
場
合
の
相
談

窓
口　

福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
６
）

（
〒
０
３
９
―
３
２
１
２　

六
ヶ

所
村
大
字
尾
駮
字
野
附
４
７
５
）

■
相
談
時
間

　

月
曜
～
金
曜
日　

午
前
８
時

15
分
～
午
後
５
時
（
夜
間
、祝
・

休
日
は
役
場
当
直
室
へ
）

対象者
０歳児～中学校修学終期

（国民健康保険に加入している０歳～１歳の
誕生月までの乳児は除く）

助成内容 入院、外来の自己負担額および入院時食事負担額

所得制限

扶養親族等または乳幼児等の数 所得額（円）

０人 2,342,000
１人 2,722,000
２人 3,102,000
３人 3,482,000
４人 3,862,000
５人 4,242,000

子育て世代の医療費負担を支援します
乳幼児等医療費給付事業のお知らせ

①扶養親族等または乳幼児等の数が５人を超える場合の限度額は、
　扶養親族等または乳幼児等の数が５人の場合に所得額に１人増
　すごとに 38 万円を加算した額とする。
②所得税法に規定する老人控除対象配偶者もしくは老人扶養親族
　または特定扶養親族等がある場合、次の額を加算した額とする。
　⑴老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき 10 万円
　⑵特定扶養親族等１人につき 15 万円

※バスは天候・道路状況などにより遅延する場合があり
　ます。また新幹線との接続を保証するものではありま
　せんので、予めご了承ください
※バス運賃は降車時にお支払いください。高額紙幣（１万
　円、５千円、２千円）は両替できかねますので事前に
　準備してください
※六ヶ所村内のみの利用はできませんのでご注意ください

②運行時刻
　平成 24 年 11 月１日～ 25 年１月 13 日の時刻

　シャトルバス試験運行実行委員会（六ヶ所村・七戸
町）では、東北新幹線七戸十和田駅の利用促進と地域住
民の利便性を高めるために、六ヶ所村から七戸十和田駅
間を直通で結ぶシャトルバスの試験運行を実施していま
すが、来る平成 24 年 11 月１日から利用者の要望にお
応えし、新たなバス停留所の設置並びに一部運行時刻の
変更を実施することとなりました。
　お間違いのないようご利用ください。

■変更点
①新設停留所
　「日本原子力研究開発機構（青森研究開発センター）」

＜バス停位置図＞

■運賃　七戸十和田駅まで（大人片道運賃）
○泊地区ふれあいセンター、六ヶ所村役場前、リーブ・
スワニー、日本原子力研究開発機構青森研究開発セン
ター� １５００円
○ＪＡゆうき青森六ヶ所支所・千歳平公民館� １０００円

※小学生は大人運賃の半額です
※身体障がい者手帳、愛護手帳
　をお持ちの人は大人運賃の半
　額です（運賃支払時に乗務員
　に提示してください）

バス停 時　刻

七戸十和田駅（北口） 11：10 14：30 16：30 21：30

↓ ↓ ↓ ↓

千歳平公民館 11：53 15：13 17：13 22；13

ＪＡゆうき青森六ヶ所支所 12：05 15：25 17：25 22：25

日本原子力研究開発機構 12：25 ↓ ↓ 22：45

リーブ・スワニー 12：35 15：45 17：45 22：55

六ヶ所村役場前 12：40 15：50 17：50 23：00

泊地区ふれあいセンター ― 16：10 18：10 ―

東京発新幹線 はやて
15 号

はやて
23 号

はやて
27 号

はやて
37 号

東京　発 7：32 10：56 12：56 17：56

上野　発 7：38 11：02 13：02 18：02

仙台　発 9：14 12：38 14：38 19：38

七戸十和田　着 10：54 14：17 16：17 21：12

バス停 時　刻

泊地区ふれあいセンター ― 8：45 ― 16：35

六ヶ所村役場前 5：55 9：05 13：05 16：55

リーブ・スワニー 6：00 9：10 13：10 17：00

日本原子力研究開発機構 6：10 ↓ ↓ 17：10

ＪＡゆうき青森六ヶ所支所 6：30 9：30 13：30 17：30

千歳平公民館 6：42 9：42 13：42 17：42

↓ ↓ ↓ ↓

七戸十和田駅（北口） 7：25 10：25 14：25 18：25

東京行き新幹線 はやて
16 号

はやて
22 号

はやて
30 号

はやて
40 号

七戸十和田　発 7：47 10：43 14：43 18：43

仙台　着 9：25 12：25 16：25 20：25

上野　着 11：02 14：02 18：02 22：02

東京　着 11：08 14：08 18：08 22：08

問シャトルバスに関すること
　シャトルバス試験運行実行委員会
　（六ヶ所村役場企画調整課内）
　☎ 0175（72）2111（内線 352）
問バスの運行に関すること
　十和田観光電鉄株式会社運輸事業部乗合課
　☎ 0176（23）6103

さらに便利に、ご利用ください
六ヶ所村～七戸十和田駅間のシャトルバスの時刻・停留所が変わります

悲しい思いをしている人、いませんか
障がい者虐待防止センターを設置します

忘れずに
更新・申請
しましょう

Information
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村
は
、
在
宅
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
家
族
を
対
象
に
家
族

介
護
者
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

介
護
負
担
の
軽
減
や
在
宅
介

護
の
継
続
の
た
め
、
介
護
方
法

や
介
護
者
の
健
康
教
育
を
行
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

■
内
容　

フ
ッ
ト
ケ
ア

に
つ
い
て
（
足
や

爪
の
手
入
れ
法
）

■
日
時　

11
月
11
日
日　

午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー

■
定
員　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
20
人
程
度

問
た
も
ぎ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
５
（
71
）
３
３
１
１

　

六
ヶ
所
村
で
初
め
て
生
活
す

る
女
性
に
地
域
へ
の
関
心
を
も

っ
て
も
ら
う
た
め
、
歴
史
や
文

化
へ
の
学
習
機
会
、
ま
た
地
域

の
人
々
と
の
交
流
、
仲
間
作
り

の
機
会
提
供
と
し
て
「
よ
う
こ

そ
奥
様
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

■
内
容　

べ
こ
も
ち
作
り

■
開
催
日　

11
月
21
日
水　

午

前
10
時
～
午
後
１
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
実
習
室

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

■
材
料
費　

１
１
０
０
円

■
対
象
者　

村
内
在
住
の
女
性
、

料
理
に
興
味
の
あ
る
女
性

■
先
着　

先
着
15
人

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

■
応
募
締
切　

11
月
14
日
水

※
申
し
込
み
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
場
合
、
必
ず
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
急
き
ょ
当
日
欠
席
す

る
場
合
、
用
意
し
た
材
料
分
の

費
用
を
徴
収
し
ま
す

■
申
込
先　

社
会
教
育
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
１
５
）

FAX
０
１
７
５
（
72
）
２
２
４
６

　

５
月
よ
り
行
っ
て
い
た
第
３

土
曜
日
の
電
話
受
付
お
よ
び
来

室
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
中
央

公
民
館
の
改
築
工
事
お
よ
び
相

談
者
数
の
関
係
か
ら
休
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
相
談
業
務
は
次
の
と

お
り
で
す
（
詳
細
は
防
災
告
知

端
末
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

■
相
談
窓
口
開
設
時
間
帯

月
曜
～
金
曜
日　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

※
こ
の
時
間
帯
に
電
話
な
ど
で

予
約
い
た
だ
け
れ
ば
、
時
間
外

や
休
日
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

■
方
法

○
来
室
相
談

中
央
公
民
館　

教
育
相
談
室

○
電
話
相
談

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
５
２
０
・
５
２
１
）

■
相
談
内
容

①
不
登
校
傾
向
な
ど
学
校
生
活
に

適
応
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

②
発
達
障
害
な
ど
に
関
す
る
特

別
支
援
教
育
に
つ
い
て

③
子
育
て
に
関
す
る
一
般
的
な

悩
み
に
つ
い
て

※
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

六
ヶ
所
村
母
子
寡
婦
福
祉
会

は
、
母
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆
さ

ん
が
子
育
て
や
生
活
の
悩
み
ご

と
を
気
軽
に
話
し
合
っ
た
り
、

励
ま
し
あ
え
る
会
と
し
て
、
昭

和
42
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
30
人
の
会
員
で
活

動
し
て
お
り
、
青
森
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
行
事
へ
の
参

加
、
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

加
入
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左

記
ま
で
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
事
務
局　

役
場
福
祉
課
内

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
ま

た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

３
０
０
万
円
を
超
え
る
人
に
必

要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と
帳
簿

書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
人
（
所
得
税
の
申
告
の
心

配
が
な
い
人
を
含
む
）
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

制
度
や
記
帳
の
内
容
の
詳
細

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
十
和
田
税
務
署　

個
人
課
税

第
一
部
問

☎
０
１
７
６
（
23
）
３
１
５
１

（
内
線
２
３
３
）
※
音
声
案
内
で

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税

法
上
お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健

康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社

会
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
と

同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
24
年
１
月
～
12
月
中
に
納

め
た
保
険
料
全
額
で
す
（
過
去

の
年
度
分
や
追
納
保
険
料
な
ど

も
含
み
ま
す
）。

　

ま
た
、
自
身
の
保
険
料
だ
け

で
な
く
、
配
偶
者
や
家
族
（
大

学
生
の
お
子
さ
ん
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払

っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料

も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

な
お
、
24
年
中
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
年
末
調
整
や
確
定
申
告

を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な

ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
日
本

年
金
機
構
本
部
か
ら
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際

に
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民

年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不

慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

【
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
日
本
年
金
機
構　

む
つ
年
金

事
務
所　

お
客
様
相
談
室

☎
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５

問
福
祉
課　

国
民
年
金
担
当

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

法
務
大
臣
は
、
人
権

擁
護
委
員
に
髙
田
孝
徳

氏
を
再
任
し
、
平
成
24
年
10
月

１
日
付
け
で
委
嘱
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
で
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
が
、
毎
日
の

暮
ら
し
の
中
で
、
困
り
事
や
心

配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務

局
や
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
親
子
、

夫
婦
、
相
続
、
借
地
、
名
誉
、

信
用
、
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
、

体
罰
な
ど
の
人
権
問
題
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

髙
田
さ
ん
を
含
め
４
人
で
す
。

●
髙
田
孝
徳
（
戸
鎖
）

☎
０
１
７
５
（
74
）
３
７
１
６

●
貝
塚
恵
子
（
泊
）

☎
０
１
７
５
（
77
）
３
０
１
６

●　

田
信
義
（
倉
内
）

☎
０
１
７
５
（
75
）
２
７
３
２

●
佐
藤
た
ね
（
尾
駮
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
７
０
４

　

ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な

す
で
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
に
よ
り
、
廃
棄
物
処
理
施
設

の
維
持
管
理
状
況
の
結
果
を
公

表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

廃
棄
物
を
焼
却
処
理
し
た
際

の
詳
細
が
載
っ
て
い
ま
す
の

で
、
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
維
持
管
理
状
況
の
項

目
の
中
で
、
各
種
連
続
記
録
の

公
表
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
量
が

多
い
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

の
掲
載
が
困
難
で
す
。
ご
覧
に

な
り
た
い
人
は
、
直
接
ク
リ
ー

ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

＊
六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.rokkasho.jp/

）

問
ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す

☎
０
１
７
５
（
68
）
２
５
０
８

■
募
集
種
目

❶
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

◇
応
募
資
格　

男
、
18
歳
以
上

27
歳
未
満

◇
受
付
期
間　

10
月
26
日
金
～

11
月
16
日
金

◇
試
験
期
日　

12
月
６
日
木
～

７
日
金

◇
試
験
場
所
（
予
定
）　

陸
自
八

戸
駐
屯
地
・
陸
自
青
森
駐
屯
地

❷
高
等
工
科
学
校
生
徒

◇
応
募
資
格　

男
、
中
卒
（
見

込
含
）・
15
歳
以
上
17
歳
未
満

◇
受
付
期
間　

11
月
１
日
木
～

25
年
１
月
７
日
月

◇
試
験
期
日　

平
成
25
年
１
月

19
日
土

◇
試
験
場
所
（
予
定
）　

八
戸

福
祉
公
民
館

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本

部　

三
沢
募
集
案
内
所
（
〒

０
３
３
―
０
０
３
７　

三
沢
市

松
園
町
三
丁
目
６
―
16　

中
野

プ
ラ
ザ
ビ
ル
２
Ｆ
（
ユ
ニ
バ
ー

ス
松
園
店
隣
））

☎
０
１
７
６
（
53
）
１
３
４
６

＊
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
（
平
日　

午
前
８

時
45
分
～
午
後
５
時
30
分
）

E-m
ail

（ ao
m

o
ri.p

co
.

m
isaw

a@
rct.gsdf.m

od.
go.jp

）

家
族
介
護
者
教
室
を
実

施
し
ま
す

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保

存
制
度
の
対
象
者
を
拡

大
し
ま
す

教
育
相
談
室
の
休
日
相

談
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　９月の農業委員会総会が９月
20 日、役場分庁舎 3 階大会議
室にて開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。

■議案第 21 号　農地法第３条
の規定による許可申請

２件　27,157㎡
■議案第 22 号　農地法第４条
の規定による農地転用許可申請
について

１件　 992㎡
■議案第 23 号　農用地利用集
積計画（案）

２件　23,492㎡

※総会の傍聴・会議録の縦覧がで
きます。なお、農地法第 3 条許可
申請についての記載例などは農林
水産課窓口にあります。
　次回の総会は、11 月 20 日火に
開催予定です

問農林水産課　佐々木
☎ 0175(72)2111（内線 327）

農業委員会だより

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
皆
さ
ん
へ

六
ヶ
所
村
母
子
寡
婦
福

祉
会
を
ご
存
知
で
す
か

納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
で
す

べ
こ
も
ち
講
座
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

ク
リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は

ま
な
す
か
ら
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
自
衛
官
等

を
募
集
し
ま
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ

な
た
の
街
の
相
談
相
手

■対象　昭和 47 年４月１日ま
　でに生まれ、普通運転免許証
　を有する人
■業務内容　食肉処理業務全般
　（と畜解体・枝肉冷蔵庫作業
　など）
■募集人員　若干名（パート）
■勤務日・勤務時間　月曜～金
　曜日　午前８時 30 分～午後
　２時 45 分
■勤務場所　十和田食肉センター
■賃金　時給 950 円～ 1050 円
　（雇用保険加入）
■面接試験　12 月 20 日木
　午前９時 30 分（十和田食肉
　センター管理事務所）
■任用期間　平成 25 年１月４
　日金～ 26 年３月 31 日月
■提出書類　履歴書（顔写真添
　付）、運転免許証の写し（両面）
■申込期限　12 月 14 日金必着
■申込先　十和田食肉センター
　（ 〒 034-0001　 十 和 田 市 大
　字三本木字野崎１番地）
　☎ 0176（23）7321

十和田食肉センターの
作業員を募集します
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東
日
本
大
震
災

義
援
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
既
に
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
被

害
状
況
が
甚
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
義
援
金
の
受
付
期
間
を
平

成
25
年
３
月
31
日
日
ま
で
延
長

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、

引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
受
付
状
況
（
24
年
４
月
１

日
～
９
月
30
日
：
日
本
赤
十

字
社
六
ヶ
所
村
分
区
受
付
分
）

〈
受
付
日
順
、
敬
省
略
〉
匿
名　

１
万
１
８
５
０
円
▼
尾
駮
寮
祭

実
行
委
員　

２
６
６
３
円
▼
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｓ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

22
万
１
６
７
１
円

◇
23
年
３
月
14
日
～
24
年
９

月
30
日
ま
で
の
受
付
総
額
は

８
０
９
万
３
５
２
３
円
で
す
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
８
）

　

法
務
省
人
権
擁

護
局
お
よ
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連

合
会
が
全
国
一
斉
に
相
談
日
を

設
け
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
通
じ
て
、
女
性
の
人

権
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時　

11
月
12
日
月
～
11
月

18
日
日
ま
で
の
７
日
間

■
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時
（
土
日
は
午
前
10
時
～

午
後
５
時
）

■
相
談
用
電
話
番
号

☎
０
５
７
０
（ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
ノ
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

０
７
０
）
８
１
０

■
内
容　

職
場
に
お
け
る
差

別
、
夫
・
親
子
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら

ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

問
青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

委
員

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
９
０
２
４

　

自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）

制
度
に
よ
り
、
精
神
疾
患
で
通

院
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に
医

療
費
な
ど
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
ま
す
。

■
精
神
疾
患
と
は

　

統
合
失
調
症
、
躁
う
つ
・
う

つ
病
、
て
ん
か
ん
、
薬
物
関
連

障
害
（
依
存
症
）
な
ど
で
す
。

■
医
療
費
負
担
軽
減
と
は

　

か
か
っ
た
医
療
費
の
原
則
１

割
の
負
担
と
な
り
、
世
帯
の
所

得
状
況
に
よ
り
月
額
の
負
担
上

限
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
世
帯
と
は

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
単

位
で
認
定
す
る
た
め
、
住
民
票

上
の
世
帯
と
は
異
な
り
ま
す
。

■
受
給
す
る
に
は

　

申
請
書
、
同
意
書
、
医
師
意

見
書
（
県
に
認
定
さ
れ
て
い
る

医
療
機
関
の
医
師
作
成
の
も

の
）、
保
険
証
、
年
金
受
給
額

の
分
か
る
も
の（
通
知
書
な
ど
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
な
ど
は
、
福
祉
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
担
当

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

世
帯
の
所
得
状
況
、
ま
た
は

医
療
機
関
や
薬
局
に
よ
り
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　

障
害
福
祉
担
当

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
６
）

＊
六
ヶ
所
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
自
立
支
援
医
療
」（http://

w
w

w
.ro

kkash
o

.jp
/in

d
ex.

cfm
/10,402,21,115,htm

l

）

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
住
民
の
自
主
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
、

自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
直
接
必
要
な
設
備
の
整
備

に
対
す
る
助
成
事
業
（
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
活
用
を
希
望
す
る
団

体
は
、
11
月
９
日
金
ま
で
に
申

請
す
る
旨
の
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
事
業
実
施
主
体　

市
町
村
が

認
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

例
自
治
会
、
町
内
会
な
ど 

■
助
成
額

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

■
助
成
対
象
経
費　

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備

の
整
備
に
要
す
る
経
費

※
建
築
物
、
消
耗
品
は
除
く

■
条
件

①
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の

効
果
が
発
揮
で
き
る
こ
と
（
設

備
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
宝
く
じ
の
広
報
表
示

を
行
う
）

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

②
原
則
、
短
期
間
に
消
耗
、
破

損
す
る
よ
う
な
設
備
で
は
な
い

こ
と

③
整
備
し
た
設
備
は
正
し
く
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
５
）

　

む
つ
市
に
所
在
す
る
独
立
行

政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
、
独
立
行
政
法
人
海
洋
研

究
開
発
機
構
、
㈶
日
本
分
析
セ

ン
タ
ー
、
㈶
日
本
海
洋
科
学
振

興
財
団
の
４
研
究
機
関
が
一
堂

に
会
し
、
海
洋
・
環
境
科
学
に

関
す
る
研
究
活
動
の
一
端
を
住

民
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
関
連
す
る
研
究
分

野
に
つ
い
て
最
新
の
研
究
報
告

を
行
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
22
日
木　

午
後

１
時
30
分
～
５
時
55
分

■
場
所　

む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
（
む
つ
市
田
名
部
下
道
４
）

■
参
加
料　

無
料

問
第
８
回
む
つ
海
洋
・
環
境
科

学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
（
独

立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
青
森
研
究
開
発
セ
ン

坂
さかの

野里
りあな

杏奈（康典）尾駮

木
きむら

村虎
こたろう

太郎（文法）  尾駮

佐
さとう

藤　龍
りょうま

馬（光則）新城平

神
じん

　　和
かずひろ

宏（孝宏）尾駮レイクタウン

吹
ふきこし

越　玲
れいと

斗（豪）　　倉内

赤
あかいし

石　夢
ゆめる

瑠（佑太郎）泊

最
もがみ

上　葵
あおし

司（康裕）泊

六ヶ所村の人口
（9 月 30 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,926 － 2
女 5,241 － 1
計 11,167 － 3

世帯数 4,639 － 4

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

９月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 117）

戸籍の窓

Information Square

ま
え
、
楽
し
い
集
団
生
活
の
中

で
、
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
や
可

能
性
を
伸
ば
し
て
い
く
と
こ
ろ

で
す
。

　

幼
稚
園
と
一
緒
に
手
を
携
え

合
い
、
お
子
さ
ん
を
育
て
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

■
募
集
人
数

○
３
年
保
育　

満
３
歳
児

（
平
成
21
年
４
月
２
日
～
22
年

４
月
１
日
生
）�

35
人

○
２
年
保
育　

満
４
歳
児

（
20
年
４
月
２
日
～
21
年
４
月

１
日
生
）�

19
人

○
１
年
保
育　

満
５
歳
児

（
19
年
４
月
２
日
～
20
年
４
月

１
日
生
）�

14
人

■
入
園
案
内
お
よ
び
願
書
配
布

10
月
15
日
月
か
ら

問
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚
園

☎
０
１
７
５
（
71
）
１
１
３
３

タ
ー
内
）

☎
０
１
７
５
（
23
）
４
２
１
１

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
（
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
く
）
は
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
を
行
わ
な
い
場
合
、

職
権
に
よ
り
強
制
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
手
続
き
は
早
め

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
労
災
保
険
…
業
務
災
害
お
よ

び
通
勤
災
害
に
よ
り
負
傷
な
ど

を
し
た
場
合
、
必
要
な
保
険
給

付
を
行
い
ま
す

○
雇
用
保
険
…
労
働
者
が
失
業

し
た
場
合
、
生
活
安
定
お
よ
び

再
就
職
促
進
の
た
め
必
要
な
失

業
給
付
を
行
い
ま
す

問
野
辺
地
公
共
職
業
安
定
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
へ
じ
（
青
森

県
上
北
郡
野
辺
地
町
字
昼
場
12

番
地
１
）

☎
０
１
７
５
（
64
）
８
６
０
９

　

幼
児
期
は
、

人
間
と
し
て
の

基
礎
部
分
を
培

う
大
事
な
時
期

で
す
。

　

幼
稚
園
は
「
子
ど
も
が
初
め

て
出
会
う
学
校
」
で
あ
り
、
遊

び
を
と
お
し
て
、
人
間
性
を
豊

か
に
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

教
育
の
場
で
す
。

　

子
ど
も
の
発
育
・
発
達
を
踏

お悔やみ申し上げます
藤嶋　タケ　95 才（倉内）

橋本　昭行　68 才（泊）

小比類巻 金男　81 才（尾駮浜）

吉田　節雄　57 才（平沼）

林下　さき　93 才（泊）

■
募
集
職
種　

介
護
員
ま
た
は

生
活
支
援
員

■
予
定
人
員　

若
干
名
（
正
職

員
）

■
採
用
月
日　

平
成
25
年
４
月

１
日

■
資
格
要
件　

25
年
３
月
卒
業

予
定
者
で
介
護
福
祉
士
ま
た
は

社
会
福
祉
士
資
格
取
得
見
込
者

■
勤
務
場
所　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ま
た
は
障
害
者
支
援
施
設

■
勤
務
時
間　

週
40
時
間
（
１

カ
月
単
位
変
形
労
働
制
、早
番
、

日
勤
、
遅
番
、
夜
勤
）

■
受
付
期
間　

11
月
１
日
木
～
11

月
30
日
金
ま
で
（
土
日
は
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
受
付
期
限

の
消
印
有
効

■
必
要
書
類　

履
歴
書
、
※
資

格
書
写
し
（
既
資
格
取
得
済
の

人
）、
健
康
診
断
書
（
直
近
３

カ
月
以
内
の
健
康
診
断
書
は
代

用
可
）

■
試
験
日　

12
月
19
日
水　

午

前
９
時
～

■
試
験
場
所　

社
会
福
祉
法
人

松
緑
福
祉
会
事
務
所
（
か
け
は

し
寮
内
）

■
試
験
方
法　

筆
記
試
験
・
作

文
・
個
人
面
接

■
合
否
に
つ
い
て　

25
年
１
月
末

ま
で
に
採
用
内
定
を
通
知
予
定

■
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先

社
会
福
祉
法
人
松
緑
福
祉
会

（
〒
０
３
９
―
３
２
１
１　

青

森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
大
字
出

戸
字
棚
沢
１
３
０
番
地
23
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
４
７
０
０

「
東
日
本
大
震
災
義
援

金
」
の
受
付
期
間
を
延

長
し
ま
す

ぼ
ん
て
ん
荘
の
職
員
を

募
集
し
ま
す

労
働
保
険
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
？

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
月
間
」
で
す

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚
園

園
児
募
集
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
が
始
ま
り
ま
す

平
成
25
年
度
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

募
集
し
ま
す

第
８
回
む
つ
海
洋
・
環

境
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
す

精
神
疾
患
に
よ
り
通
院
し
て
い

る
人
へ

自
立
支
援
医
療
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　「尾駮の牧」歴史研究会が、六ヶ所村歴史フォーラ
ム 2012 を開催し、講演会などを行います。
　どなたでも入場できますので、多くの皆さんの来
場をお待ちしています。
■日時　12 月２日日　午前９時 45 分～午後３時
■場所　文化交流プラザ「スワニー」
　　　　（第３・４会議室）
■入場料　無料
問六ヶ所村「尾駮の牧」歴史研究会　相内
☎ 0175（75）2736

六ヶ所村歴史フォーラム 2012 が開催されます
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日・曜 行事名 時　間 場　所

1 木

2 金

カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
健康展 ９：00 ～ 16：00 ス ワ ニ ー
村民文化祭 ９：00 ～ 16：00 ス ワ ニ ー

３ 土
村民文化祭 ９：00 ～ 16：00 ス ワ ニ ー
健康展・健康ウォーク ９：00 ～ 16：00 ス ワ ニ ー

４ 日 第５回　戸鎖新そばまつり 10：00 ～ 14：30 戸鎖地区「いっこ庵」
５ 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

6 火
７カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター
１歳６カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

7 水
8 木 ３Ｂたいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー

9 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

10 土
11 日
12 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

13 火
1 歳児健診 受付９:45 ～ 10:00 保健相談センター
4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

14 水
乳幼児相談 受付９:45 ～ 10:00 保健相談センター
２歳児歯科健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター
森のくまさんおはなし会〈3 歳～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

15 木 森のくまさんおはなし会〈0 歳～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

16 金
カンガルー教室 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター
ガーデニング講座 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

17 土 健康診査（大腸がん検査、肝炎検査、
腹部超音波検査） 受付  ７:45 ～  ９:00 保健相談センター

18 日
19 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

20 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター
３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

21 水 ようこそ奥様教室〈べこもち作り〉
　＊ P16 に詳細を掲載しています 10：00 ～ 13：00 中 央 公 民 館

22 木 ３Ｂたいそう教室 10：00 ～ 11：00 ス ワ ニ ー
23 金
24 土
25 日

26 月
スワニー・郷土館・図書館休館日
５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

27 火
28 水

29 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 ９：30 ～ 11：30 保健相談センター
ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

30 金

 村のスケジュール11 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

カロリー制限、リバウンドなし！ 糖質（炭水
化物）がなくても、肉や魚の主菜・副菜・汁物・
スイーツなどでおなかがいっぱいになる糖質
オフダイエットメニューレシピを紹介する。

糖 質 オ フ の ダ イ エ ッ
ト献立

牧田　善二監修

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

先輩と奥様に芽生えた道ならぬ恋の予感、ピ
チ夫に秘められた強の切ないメモリー…。一
流のプロの家政婦目指して、爪と技術を磨く
猫村さんの日々を描く。ネット発超スロー漫
画、第６弾。『猫村．ｊｐ』連載を単行本化。

きょうの猫村さん６

ほし　よりこ著

自分を悲しませ苦しめている出来事が、何の
ために起こったのか考えることで、幸せへの
道が開かれます。「気づき」の力を発揮する
ためのヒントを、豊富な実例やイラストとと
もに紹介します。

運 命 を 好 転 さ せ る
たった１つのこと

木村　藤子著

イギリス人女性・ベニシアがつづる日本の田
舎暮らしの楽しみ。ハーブ、庭、そして大原
の人々との温かい交流などを、美しい写真や
イラストとともにつづる。

ベ ニ シ ア の 京 都 里 山
暮らし

ベニシア・スタンリー・
スミス著

六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175（72）3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/

　地上デジタル放送 11ch「ロック TV」、11 月は
以下の番組を放送します。
　ぜひ、ご覧ください。
＊番組表はデジタル放送の番組表（EPG）でも見ることができます

■番組内容
❶広報ろっかしょ　11 月
　　各種情報、戸籍の窓、村のスケジュール（行事
　予定）、　ごみの収集日程などを文字放送でお知ら
　せします。

❷まだ新米カメラマンどこへ行く !? 
　　担当 2 年目になっても″まだ新米カメラマン″が
　取材・編集した、村のトピックス（話題）をお届
　けします。

　 ※番組では、一部放送内容を変更して放送する場合が
　　あります

❸写真で巡るろっかしょ
　　広報ろっかしょの取材で撮った写真をお送りし
　ます。あなたの笑顔が映るかも！

❹ア・ラ・カルト BOX
　　下記の番組の中から１番組（30 分）ずつ放送し
　ます。
　①雑草魂～六ヶ所高校野球部の夏～
　②泊例大祭～六ヶ所高校２年  新堂翼が見た伝統～
　③ろっかしょ味めぐり～小川原湖の食材～
　④ふるさとの風景～秋・冬～
　⑤戸鎖新そばまつり～昔の風景をもとめて～
　
❺真澄の夢～六ヶ所歌紀行～
　　江戸時代の旅行家菅江真澄が詠んだ歌と、六ヶ
　所村の情景。平成 6 年度制作。

❻青森県環境放射線モニタリング
　　空間放射線量率などをリアルタイムで表示しま
　す。  

問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

　27th は、①第 11 回倉内秋の収穫祭開催（10 月
14 日収録）、②野鳥観察公園の桟橋ライトアップ

（10 月 15 日収録）、③エネルギーを考える未来塾
（10 月 16 日収録）、④六ヶ所村沖太平洋　ジギン
グ大会（10 月 20 日収録）、⑤一中 50 周年記念式
典（10 月 21 日収録）を放送します。
　28th は、①小学生野球教室（10 月 21 日収録）、
②第６回尾駮カップ〈バスケットボール大会〉（10
月 20 日収録）③第 29 回ろっかしょ産業まつり〈１
日目〉（10 月 27 日収録）、③第 37 回村民文化祭〈１
日目〉（11 月２日収録）などを予定しています。

地上デジタル 11ch「ロック TV」

11 月の番組表
時　間 放　送　番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

7 時 15

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻8 時 00

9 時 00

10 時

00 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　③ろっかしょ味めぐり

11 時

15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

＊ 11 月３日　青森県原子力防災訓練（文字放送）＊
　（11：15 ～ 12：00）

30 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　④ふるさとの風景～秋・冬～

12 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

13 時

00 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　⑤戸鎖新そばまつり

14 時
15 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　②泊例大祭～新堂翼がみた伝統～
45 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷

15 時
00 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

16 時

00 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 ア ･ ラ ･ カルト BOX ❹　①雑草魂～六高野球部の夏～

17 時
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
30 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

18 時 00
ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

19 時 00

20 時

00 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 真澄の夢～六ヶ所歌紀行～❺

21 時
15 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
50 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

22 時 00 ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

23 時

00 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸
30 まだ新米カメラマンどこへ行く !? ❷
45 広報ろっかしょ 11 月❶、テレビ電話の操作説明、写真❸

０時
I

６時

15

ロックＴＶからのお知らせ・青森県環境放射線モニタリング❻

皆さん、秋を満喫していますか。私は外国人稲刈り体験の取材に行き、初稲刈りをしてきました。稲をつかみ、真横に鎌を動かし刈ろうとしても全
く切れず…。稲は地面より少し高い位置をつかみ、斜め上に鎌を動かして刈り取るのだと指導を受けて何とか刈り取りできました。今でこそ機械化
が進んでいますが、昔はこれを手作業でやっていたと思うと、農家さんの強さを知るとともに、大好きなご飯がさらに好きになりました。○尾駮の
野鳥観察公園桟橋にイルミネーションが点灯されました。ピカピカ光るアーチを進むと、そこには金色の鐘が！この冬、大切な誰かと鐘を鳴らして
幸せな気持ちになってみてはどうでしょう。（能登）　●秋晴れの爽やかな空気を感じながら、六ヶ所高校の六ヶ所縦断耐久マラソンの取材に行って
きました。彼らの頑張って走る姿を見て「青春っていいな」としみじみ。相手の気持ちは話さずとも、見ていれば伝わってきます。やる気がなけれ
ばつまらなく感じ、頑張れば感動する。彼らの取材はいつも楽しい気持ちと青春のまぶしさで、胸いっぱいにさせてくれます。（須藤）



色づいた葉が、冷たく乾いた風に舞い踊り、
長い眠りにつこうとする森の地面を黄金色に染めていく。
寒 と々した木々の梢

こずえ

にやわらかな晩秋の光が射し込んで、
深紅のもみじ葉が一瞬、艶

あで

やかな表情を魅せた。

伝えたい、六ヶ所の風景。
晩秋の老部の森

1_ 老部川上流には整然と並んだブナの森があり、その幹の間を縫うように
オオモミジやエゾイタヤカエデが混在している。すでに葉を落としたブナ
やミズナラの樹幹にオオモミジの紅葉がひと際映える。　2_ 上流ではうね
るように浸食された川底や、幾つも重なった小さな滝が見られる。長い年
月をかけて姿を変えてきた雄大な自然がそこにある。　3_ かすかな木漏れ
日を受けながら育つ緑鮮やかなオシダの大群落が、植林された杉林の薄暗
い林床に息づく。（山上睦さん〈（公財）環境科学技術研究所〉）
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